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ワンゲル歌集の思い出
～黄ばみと滲みが、語りかけてくる～

私が入学 したのが昭和 44年、大学紛争の影

響で国中が騒々しい時代であつたからか、自然

志向の強い同期が 40人位入部 し、夏合宿は 7

パーティとい う盛況であつた。

各パーティは 5～ 6人の新人生を含む 12～ 3

人で構成 され、テン トも2張 りで夕食後のミー

ティング、沈殿の時の暇つぶ しには食テン (メ

インテン ト)に集まり、ワングル歌集を取 り出

し歌つたものである。

また時代を反映 してか、カレッジソングやフ

ォークソングといったジャンルの歌が若者たち

に支持 されていて、それ らの ミニ歌集を手作 り

(青焼きコピーで)し、合宿などに持参 した記

憶もある。その歌集はなかつたけれ ど、その当

時の古いワングル歌集が私の手もとに残つてい

た。背表紙がとれているので何年発行のものな

のか判 らないが、黄ばんで滲みのついたページ

を見ると当時のことが懐かしく思い出される。

14期 清家雅幸

社会に出てからも知人 と山に行 くことが少な

からずあつたが、一緒に山の歌を歌つたことは

ほとんどない。やは り私にとつてワングル仲間

とともに歌 う山の歌は特別なものである。

これからはOB会の仲間と、それもできれば

テン トの中でワンゲル歌集を開いて一緒に歌え

たらいいな、と思つている。
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「岳人のうた」に寄せて
～ふと気づくと口ずさんでいる～

柄にもなく白山で自然解説 もどきをしてい

る。

どの山でもそ うだが、山を訪れる人は大き

くふたつのタイプに分かれる。ひとつは、上

昇志向が強くとにかく上へ上へ と頂上めざし

ていくタイプ。 もうひ とつは花の自山と言わ

れるように高山植物を目当てにしているタイ

プであ り、自山ではこのタイプのなかでも群

を抜いて人気のあるものがクロユ リである。

今や 白山とクロユ リとは一体 となって石川県

のシンボル となつている。そのクロユ リは自

山固有種でもなく、白山より東側あるいは北

方の地域では広 く分布 しているとい うのに、

わざわざ遠方か らクロエ リを目当てにやって

くる。大きくもなく派手でもなく芳香を放つ

わけでもないが、中高年の登山者には却つて

そこに大人の魅力を感 じるのかもしれない。

そのクロユ リを 2番 の歌詞に織 り込んだ「岳

人の うた」は新入部員なって真つ先に心に刻

まれた山の歌である。その歌詞はまだ白山

にも日本アルプスにも登つたことのない私に

15期 奥名正啓

も、まだ見ぬ山々への憧れを感 じさせるもの

だった。 トレーニングを終えての帰 り道、ふ

と気がつ くとこの歌を回ず さんでいることが

よくあつた。そ して今でも時に口を突いて出

てくることがある。それは 日常のせわ しない

生活から逃れたいとき、山でひとり静かに寝

転んでいるとき、今では遠 くなつてしまった

足元に広がるお花畑よりもはるかに仰ぎ見る

山並みばか りを見ていたあの頃のことを思い

浮かべるとき、そ してその頃の人たちに再会

したときなど様々である。

山での暇つぶ しは歌 うことぐらい しかなか

つたように思 うが、その場面はあまり記憶に

残つていない。歌の中には、はっきりした歌

の記憶 としてではなく、色々なものがぼんや

りしたものとして詰め込まれているようであ

る。

歌から導かれてくるものもあれば、その時

の気分から溢れて出てくる歌もある。「岳人の

うた」は私にとってどちらにも欠かせない大切

なものである。
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歌は世に連れ

「僕はね、吉永小百合 と小・中同窓なんだよ。

ピアノもね、彼女のお母さんに習つたんだよ。

どうだつ !真似できねえだろ !」

それが、シングルの遠因になつたものか…

東京電機大ワンゲルOBと い うT氏は、年季

の入つた歌集をひろげながらそ う言つた。

ここはネパール、アマ・ ダムラムの懐のよ

うなパンボチェ村。 7歳違いなら、同じ時代

背景の側になって しま う彼 と、懐か しいワン

ゲル ソングを、キッチンからの煙にむせびな

がら歌つた。節回しが微妙に違 うことよりも、

同 じ部分が 8割以上であったことの方に感 じ

入つてしまった。

「そ うですよね。あの頃、飽きもしないでこ

んな歌を毎晩歌つていられたんですよねえ」

若者のバ ックパーカーが隆盛で、青春 ソング

を頬染めて謳い上げていた時代だ。それもま

もなく、フォークソングや、独 自めいた歌詞

の歌の数々に席捲 されていく…。やはり、「一

つの時代だつたのだ」とい うしかない。

現役当時、サボテンのような表紙絵の歌集

の在庫が尽き、私は歌集編集委員長をやった。

新 しい歌をセ レク トすると同時に、載つてい

るけれ ど、誰も知 らない歌の再発掘も試みた。

まずは編集委員をゾロゾロ連れて (覚 えさ

せると称 して)、 美声の先輩辰野さん宅に押 し

15期 舟田節子

かけた (当 時は地元組の家族も、ワンゲルの

とばつちりを受けて大変でした)。

カバーできなかった歌は、いくつかのワン

ゲル部にカセットを送 り、「知つていたら、吹

き込んで下さい」 と、お願い した。そんな唐

突な要請にも応えて、聞きづ らい混成合唱が

ちゃんと返送されてきたことにも 「そんな時

代だつた」の思いが強い。合 ワンなど交流の

度、新たに仕入れ られてきた歌があつた。

歌を共有でき、時代を共有できた、幸せな

時代だつたのだと、今にして思 う。
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白 の尾根

17期 川村高弘

栂君からの 突然のメールで 一気に 30年前にタイムスリップしました。

我々 17期 は こうした場にほとんど 登場 しないのですが 同期の さらっとした

それでいて会えばすぐ昔に戻られる付き合いが 気に入つています。

私は イギリス 3年半 アメリカ 8年半と 計 12年海外暮 らしをしていて

現在は アメリカ西海岸の サンディエゴに住み

メキシヨに 毎 日 国境を越えて通勤する生活をしています。

さて ワンゲル歌にまつわる 思い出ですが

それは イギリスの ウェールズで 長女が 生まれたときのことです。

泣き声やまぬ娘を 抱き上げて あやすときに 何故か理由は わからないけれ ど

思わず 白山の尾根 を 歌いながら歩き回 りました。

“おつはいや― おつはいや― おつはいや―"

なんの事かわからない言葉を繰 り返すので うちの妻が  「何 その変な歌は ?」

それ以来 私の子守唄は いつも 白山の尾根

4年後に 長男が生まれた時も やはり 自山の尾根

特別 好きなわけでもないのに 結局 我が家で知 られた 唯一の ワンゲル歌となりました。

そのような娘も 今は

私がワンゲルにいた時と全く同じ年齢の 大学生

スキューバダイビングのサークルに入つています。

確か 3年程前に 私がどこの 大学を卒業したのかと聞いてきました。

私が 金沢大学出身だと言 う

それは 彼女の思いもよらなかつた事らしく びつくりしていました。

そのようなわけで 金沢の思い出も 伝統の子守唄も 継 ぐ人間もなく 私一代限 り。

おつはいや― は いいとしても

その後の なるは― らいらいよ― らいらいよ― つて

いつたい何の意味なのでしょう…?
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ワンゲルOB愛唱歌

話は 33年前に遡 ります。入部 したての私に

1冊の小さな本 (5 cm× 8 cm× 2 cm程 度 )

を先輩から渡 されました。買わされました。確

か 200円 か 300円 か。その表紙に、あまり

うまくもない山と花の背景画と「ワングル歌集」

と銘 うった本でした。その中には、山に関する

歌の他に四高寮歌 。応援歌、当時の流行歌数点

が手書きで書かれてお りました。 もちろん、山

へ登つたことのなかった私には、この本が山登

りと何の関係があるかは知る由もなく、奇異に

感 じた次第です。後にしてその用途を知ること

になったのです。

今の現役生は、山の歌を歌 うこともなく、歌

集の存在すら知らないと言 うことを伺いました。

ましてやテン トの中で合唱などまず以つてあり

得なく、多分、狂気の沙汰 としか思われないの

ではないかと思います。私 自身もたまにカラオ

ケボックスは行 くことはあれ ど、ワングル愛唱

歌を歌 う機会など社会人となつてこの方同窓会

を除けばありません。

しか し、当時はワングル歌を相唄 うことは重

要な意味合いを持っていて、

・夕食の後の一 日の疲れを癒すための発散材料

(こ れがテン トの中での合唱 )

。沈殿時の暇つぶ し (何 もやることがない、他

に遊びもない、芸もないため、 トランプに興 じ

18期 大西正明

るか、唄 うことしか若いエネルギーの発散方法

がない)

。中には自分に歌唱力があるとの錯覚に陥つて、

後輩への指導 と称 して唄い、唄わせ 自己満足に

浸る (こ れが伝承 されていくうちに、本来のメ

ロディとかけ離れていくが、誰も正確なメロデ

ィは知らないので正調 と誤解する)

。第○○期の歌として、宴席で披露することに

より連帯感を醸成する などなど。

今思 うに、若 さとい うエネルギーの持って行

き場の一つがワングル歌であり、それを媒介 と

して仲間 として連帯感を養い、強い人間関係に

支えられた集団を形成 していったような気がし

ます。もちろん、苦 しい思いをして山の頂上を

制覇 したことも、汗水足らしてやつた小屋作業

も、先輩、後輩を問わず強い絆を作 り上げてい

つた大きな要因ですが、ワンゲル歌もその一翼

を担っていたような気がします。

現役生にとつてあまリヒピンと来ないかもしれ

ませんが、我々の時代はそ うであつた し、良き

習いであったわけで、今の人たちは今の人たち

で別の形で仲間同士の リレーションシップを作

り上げているので しょうし、私たちの知 らない

うらやましいものを持ち合わせているでしょう。

時代が変われば、人間関係のあり方も変わって

当然です。
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前置きが長 くな りすみません。当時、よく唄

ったワンゲル歌を 2、 3紹介 します。

★ 「懐かしのメロディ その 1」

“穂高よ、さらば"

ワングル歌は、基本的に単調でスローテンポ、

叙情的なものが多い。従つて、余程の音痴でな

ければ誰でも唄えるし、誰が唄つてもそれな り

に聞かせる歌になる:こ の歌もその一つ。何故、

この歌を最初にあげたかとい うと私の十人番だ

つたから。これを持ち歌として後輩への歌の指

南を行なつたのである。歌の上手い先輩に恵ま

れた後輩は幸せだ ??。

1年の合宿は北アルプス、双六から西鎌尾根

に上がった時に、ガスが一瞬引いたそのとき青

空の中、日前に現れた厳 しい岩肌のこの山を見

たとき、本当に来て良かったとその時だけは思

つた。今でも鮮明に記憶に残つている。

その合宿で教えてもらつた歌がこれ。

♪♪穂高よ、さら―ば。また来る日まで 。・ ♪

この時代はフォークの全盛期、かぐや姫の「神

田川」があつた。

★ 「懐かしのメロディ その 2」

“白山の尾根"?(題名が正 しいか判らない)

これは、まわ し歌。 ♪♪はくさ―んの尾根の

―、ふ――も―と (麓)の 、牛首のな―が―れ

(流れ )、 い―わな (岩魚)が捕れるウ・・・ ♪。

2題 目が 「白山」が 「穂高」、「牛首」が 「梓」、

「岩魚」が 「やまめ」。 3題 目が 「ヒマラヤ」、

「ガンジス」、「鯨」。まわし歌だから、次々と歌

い手が変わる。4題 日からは、ローカルになる。

「高二郎」、「倉谷」、「おろろ」6

ここからは、更にローカルになって、「堂川山」、

「堂尻川」、「大西 (そ の時の歌い手)」 。はつき

り言つて誰も知 らない。 自分が生まれた田舎を

歌にしただけ。延々と続 くので、その うち皆、

飽きが来て唄わせてもらえない人も出てくる。

なんと時間にゆとりがあつたかがわかると思 う。

これを書いてる本人も暇な人間と自身思つてき

た。

因みに、このときの対抗馬は天地真理。 ♪♪

あなたを見たの、テニスコー ト。ランラン♪

沈殿のときは、明るい歌がいい。

★ 「懐かしのメロディ その 3」

“???"(題 名を忘れた)

♪♪せんぱ―い、 リーダーは雲の上。憎‐い

先輩に覇 さ―れてェー、入つたところがワング

ルよォーー。♪。恨み節。重い荷物、食器洗い、

テン トの設営、撤収は合宿 とはいえ、一年生の

仕事。何が トレーニングだ、封建制度が今も続

いているのかと憤つた。学年が上になると、や

はりこれが正 しい、上になれば責任が伴 うもの

だと勝手に納得。

今でも唄えと言われれば、歌詞はおぼろげな

がらもメロディは覚えているので仲間がいれば

唄えるかなと。 しかし、山小屋やテン トで歌つ

てたら貧粛を買 うでしょうね。たまに、風呂場

で鼻歌に出てくるとワングルの生き残 りである

ことを感 じます。

あ―、いけねえ、OB会費払つてねェ。栂さん、

原稿料要らんから許せ。

長々と稚拙な文章を書いてしまいましたが、

ワングルの歌つてそんな感 じです。

大野さん、とりあえずこれで我慢 して。

パッチリですよ :大西先輩。トトロ会長は読みながら5、

6回笑い、0事務局員は、読了後、パソコンの画面に向

かって拍手を送つたくらしヾですもん。それにしても、自

分の声に酔うように目をつぶりながら歌つたという大西

先輩の唄姿、見たかつたなあ… (事務局)
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ユーミンが好きだった

21期 大野直子

テン トの奥と入 口では、昔から、居心地も、

蒸 し暑 さや寒 さも、緊張感 も、天と地ほども違

つていた。奥側 とはもちろん、 リーダーや上級

生が陣取る場所。入口側 とは、テン トのファス

ナー付近で、 1年生たちがヒシと食当に励む場

所である。入 口から奥を見ると、 リーダーたち

は雲上の人々のようにも見えたものだ。

もつともこんな状況が成立するのは、だいだ

い色の重たい木綿製のテン トだけ。今はあんな

テン ト、山の遺産なんだろうな。きっとお椀型

とかのエスパースで合宿もこなすんだろうな。

まぁそんな、テン トが、家族の入る、ちゃん

とした家みたいな形をしていた時代のお話.

私が 1年生の時。 犀奥は大笠山での春山合宿

でのことだ。 2つ玉低気圧がやつて来た。テン

トは吹つ飛ばされるは、けが人は出るはで、一

歩間違えば全パーティ遭難、「KUWVの 行動に

疑問 ?!」 みたいなタイ トルが北國新聞の一面

に踊つてしまいそ うな山行だつた。

数パーティ編成だつたが、私がいたパーティ

のテン トは幸い、吹き飛んだ り裂けた りとい う

災難からは免れた。でも、テン トの中は水浸 し。

寒 さと恐怖でかなり切羽詰まつた状態だった。

多分、雲上の人々は、内心真っ青になりながら、

如何にしたら全員無事に下山できるかを必死に

考え、ひそひそ話をしていたのに違いない。

私には、そんな状況下での、歌にまつわるさ

さやかな思い出がある。

奥側の緊張感 とは反 して、意外に 1年生側は

楽観的で明るかつた。こそこそポップス談義な

んかをや らかしていたくらいなんだから。

ちょうどあの頃は、井上陽水の『氷の世界』

やユー ミンのファース トアルバムが驚異的に売

れた年だつた。それまでの泥臭いフォーク全盛

時代に、軟弱派ポップス系の、つま リニュー ミ

ュージックなるものが台頭 しはじめていたのだ。

1年生の男子のひとりが言つた。

「ユーミンの詞つて、軽々しくて嫌いや」

「えつ? なんで ?」 と、私。

「だって、『 ソーダ水の中を貨物船が通る』なん

て、ぜったいありえんやろ」

「そんなことないよ ! きっと海が見下ろせる

高台の喫茶店やから、ソーダ水のコップのこっ

ち側から見たら、ソーダ水の中を貨物船がゆつ

くり横切つて行くように見えたんやよ !」

私はちょつとムキになって身振 り手振 りで説

明したんだと思 う。すると、その男子はじめ 1

年生のみんなが「そっか、なるほど」 と、妙に

納得 してくれたのだ。 1年生は朝一番にシュラ

フから飛び出してブスに圧をかけて…と、ある

種、戦友だ。その戦友たちが素直にうなずいて

くれたことが、私にはなんとなく嬉 しかつた。

ただそれだけの話。

だけど、この小さなことを思い出すたび、テ

ン トの奥 と入日の温度差みたいなものや、あの

頃の純真 さが思われて、胸がふつぶつ泡立つ。

山の歌も四高寮歌もフォークも大好きだつた。

でも、ユー ミンのキレイキレイ し過ぎているけ

ど、彼女がちゃんと見ている夢みたいな世界に

魅かれた。「夜明けの雨はミルク色～ ♪」と彼女

が歌えば、キスリングを担ぎながら見た 4時出

発の早朝の霧雨が、本当にミルク色に見えたの

だから、困つた。若かったなぁ。

こんなオバサンになった今も、夢見る夢子さ

んからはまだ卒業できないでいるけど…。

ワンゲルの歌も、中島みゆきも、拓郎も、赤

い鳥も、ハイファイセ ッ トも、イルカも、よく

歌つたな、あの頃。
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唄 っ た こ と

22期 森 恵利子

久 し ぶ り に ワ ン ゲ ル 歌 集 を 1川 い て み た c j左
景 に 山 が あ つ て そ の 手 前 に 杉 木 立 が あ っ て 山

小 屋 が あ る 。 一 本 の 道 に 花 が 一 輪 。 イ■
~ド

に N.T.

と 小 さ な イ ニ シ ャ ル の 入 つ た B7版 の 物 。 私

た ち の 期 に と つ て は 歌 集 と 言 え ば こ れ だ つ

た 。 山 行 の 度 、 忘 れ ず ザ ッ ク に 入 っ て い た 。

カ ラ オ ケ の な か っ た 頃 だ つ た か ら 、 一 人 で

人 前 で 唄 う な ん て 経 験 は な か っ た 。 夕 食 後 の

ひ と と き 、 山 の 中 の ほ の ぐ ら い テ ン ト の 中 だ

か ら こ そ で き た の か も し れ な い 。 順 々 に 、 そ

の 人 そ の 人 の 声 に 浸 る 時 間 が 流 れ て い く 。 渋

い 声 、 ふ ん わ り し た 声 、 透 き 通 つ た 声 、 ハ ス

キ ー な 声 ・ ・ ・ 。 私 は そ の 時 間 が 好 き だ っ た 。

た く さ ん の 歌 、 人 に 出 会 っ た 。 村 中 さ ん の 歌

声 は 今 で も 忘 れ ら れ な い 。

み ん な で 唄 う 歌 も 好 き だ っ た 。 山 道 を 歩 き

な が ら ・ ・ ・ 、 下 山 路 の 林 道 を 歩 き な が ら 「 山

の 子 」 を 何 人 も で 唄 つ た 記 憶 が あ る 。 体 は ぐ

つ た り 疲 れ な が ら も 、 弾 む 心 で の 林 道 下 り の

テ ン ポ に ぴ つ た り だ つ た 。 楽 し か っ た 。

飲 み 会 で は 肩 を 組 ん で 唄 つ た 。 照 れ な が ら

も 心 地 よ か っ た 。 「 ラ イ ダ ー ス イ ン ザ   ス

カ イ 」 私 た ち の 期 は よ く こ れ を 唄 つ た よ う に

思 う 。 切 な い 歌 詞 な ん だ け ど 、 好 き だ っ た 。

酔 い な が ら も 唄 え る 歌 だ っ た 。

卒 業 し て か ら の 山 行 は 、 小 屋 泊 ま り が 多 く

な っ て し ま っ た 。 歌 集 は 本 棚 に し ま わ れ た 。

あ の 歌 は 「 ワ ン ゲ ル の 歌 」 だ っ た ん だ と 、 今

さ ら な が ら 思 う 。

つ  。

聰八〔:葬

・  ||||||
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募集要項

1.募集する歌の種別は、「部歌」または「OB会愛唱歌」とします。応募に当たつては、次のいず

れかを明記してください。 <部歌><OB会 愛唱歌><ど ちらでもいい>
2.募集の対象は、「歌詞」、「曲」または「作詞・作曲」のいずれかとします。

3.歌詞の形式は自由です。ただし、原則1として最大4題 目までとします。

4.曲の形式は自由です。提出は五線譜でお願いします。

5.応募の締め切りは、2006年 6月 末日とします。

6.選定の手順

選定委員会 (現役員とOB口 現役生のうち希望する者及び役員会が依頼した者)を設置し、選

定させて頂きます。選定委員を希望される方は、2006年 6月 末日までにお知らせ下さい。

7.摘要

*選定委員会で、または作者に依頼口相談して、補作口修正・編曲をさせて頂くことがあります。

*著作権は、原則として、金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会に属することになります。

*応募状況、その他の理由により、制作できない場合があることをご了承ください。

【参考 :制作のスケジュール案】

06年 6月 :「歌」及び選定委員の募集締め切り

7月 :第 1回選定委員会<募集状況及び今後のスケジュールの確認>
12月 :第2回選定委員会<応募作品の『やまざと』・HPへの掲載、意見照会>

07年  7月 :第 3回選定委員会<候補の絞り込み口選定、意見の反映、補作などの検討>
12月 :第4回選定委員会<候補作の『やまざと』口HPへの提示、意見照会>

08年  7月 :第 5回選定委員会<意見の反映、補作“編曲、決定、譜面作成・録音?>
X月 :50周年記念総会にて発表・制定
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カ ラ コ ル ス ト レ ッ キ ン グ

(ディラン・ラカポシ・ベースキャンプとメルヘンの草原 11日間)

平成′7年 8月 5日 ～15日

◆メンバー

長岡 正利 ‖期 国土環境榊

長岡 礼子    小学校教員

上村 人史 ″  日立ソフ ト

舟田 節子 15期 塾指導者

Y     国土地理院OB

◆プロローグ

「キ リル文字というのは、ようするに発音記

号で して…」

なんと、KUWV・ OB会初海外遠征 PWは
格調高く、ロシア文字のレクチャーから始まっ

た。

当然というか、必然というか、 PW参加者に

は予習用に、長岡先輩ならではの各国製の新旧

カラコルム地図が惜 し気もなく送付されてきた

のだが、「豚に真珠」=「節子に地図」.カ タ

カナ地名でも覚えきらんのに、アルファベット

までカバーできる訳がない。でも余りに申し訳

なくて、前日、やつとこさ貼り合わせ作業だけ

は終わらせて、さも勉強したふうに持参した。

このあたりから、気分はもう苦学 (=綱渡り)

の現役時代に戻つてしまっている。

幸いに、上村先輩は私と同じレベルのようで

あり、地理院OBの Y氏の方は、さすがに楽し

そうに眼鏡をずり上げておいてた。そして礼子

奥様の方は

「私の部屋も、娘の部屋にも集めた地図がは

み出していて、地図さえ前に置いておけば、何

時間でもじっと眺めて楽しんでいるのよ !」

どおり、ああまた始まった一のため息が漏れて

いるようだった。

ともあれ、最初は長岡ファミリーの家族旅行

として企画されていた「ディラン・ラカポシ・

ベースキャンプとメリレヘンの草原 11日 間」.

単価引下げも兼ね、カラコルム入門コースとし

てワンゲルOBにも公募の結果、当初の成年お

子様達は所用で抜けてしまい、上記 5名の参加

に落ち着いたのだった。

記録係 :15期  舟田 節子

“中央アジアの屋根"カラコルム。世界第2の高峰K2をはじめ8,000m峰が4

座、7,000m峰なら実に60座以上もある自い巨峰また巨峰の世界で魂 東の

ネバールヒマラヤと並ぶ世界的スケールの豪快な大山脈であり、8,000m峰の

数でこそ一歩譲るものの、高峰の密集度ではむしろネバールヒマラヤを凌い

でいま視 さらにカラコルムは極地帯を除けばもつとも長大な氷河が発達して

いる地域で■

また、カラコルム山脈は中央アジアの5つの国が出会う要に位置しています。

延々550kmの長さで連なるこの大山脈を越えて南のバンジャブ平原と北の中

央アジア高原とを結ぶルートは、古くからシルクロードのひとつとして、また、イ

ンドから中国を経て遥か日本へ至つた仏教伝来の道として、あるいは紀元前4

世紀のアレキサンダー大王の遠征など征服者の路として、南北双方からの数々

の異なつた民族や文明の足跡が刻まれた舞台であり、興味は尽きません。

カラコルム山群

私はといえば、「夏休みにはパル トロ氷河 (

カラコルムのK2を見る)ト レッキングを」と

狙つていたが、さすがに26日間の留守にはい

くつものハードルがあつた。無理の結論が出そ

うで、「同じカラコルムなら」と、即日決定し

てしまっていた。その後は「入門コースで楽」

と、誘うのも功徳のうち (?)と ばかり周囲に

声を掛けてみたが、みなさん「孫が生まれそう

」「主人の留守と重なる」「老親入所の手続き

中」などの都合があり、「会社の休みと徴妙に

ずれる」もあった。かえつて今、自分がいかに

「行け」とばかりに青信号が連なつている状態

なのかを自覚することになつた。「行ける時が

、行き時 !」

それにしても、 5月 にシッキムに出掛けたば

かりで、身辺整理は済み、医薬品他買い足す物

′3
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もなく、息子に学研を任せていくマニュアルも

出来上がつていてわずかな手直しで済んだ。―

度ハードルを越えてみればこんなに楽になる !

そんな余裕プラス、メンパーは先輩とあつて、

対人緊張もない。本当に、本当にPW気分で、

成由のカウンターに立った。

(な お、この記録は長岡 Lの校閲をうけてい

ます。 *が長岡 Lか ら指摘があり、KUWV
・OBの知的向上のため加筆した箇所です)

◆ 8月 5日 雌 ―→イスラ7/f一 ″

パキスタン航空は、成田の駐機料が高いため

にトンボ返りで、離陸。以前は楽しめた夕映え

のカラコルム、朝焼けのカラコルムは、そんな

事情で拝めなくなったのだという。ともあれ、

お愛想もなく機内食が配られ、続いては「窓を

開めろ」 (食 つたらさつさと寝ろ)と 、威圧的

で、あまリサービスをされている側の気がしな

い。 (イ スラム国のため、ビールやワインが出

なかったのも、そう感じた遠因一)

ジェットはほぼ真西に飛んでいる。かいま見

る下には沙漠 (*砂漠ではない。→ほとんどは

砂ではないのが理由。)が広がり、次には天山

山脈らしい雪山が流れ、そして夕映え色の雲海

になる。その夕映え時が、西に向かつて飛ぶた

めに長々と続く。それがいよいよ暮れなずんだ

頃、稲光に山のシルエットが浮かぶようになっ

た。ジェットから雷つてこう見えるのかと、感

心しているうち高度が下がり、イスラマバード

ヘ 。

ムッとくる熱気。そこに稲光が加わる。ど晴

天の地と思い込んでいたので、この瞭雨にはび

っくり。出迎えの群衆を抜けた所て、ガイ ドの

ベイグさん登場。長岡さんご指名のガイ ドだ。

今年は天候不順、昨日から荒れているそうだ。

夜 10時を過ぎても人気の多いホテルの入り口

には、金属探知機が据えられていた。奇数人数

とあって、追加料金なし (個人的には)で私は

シングル部屋なのである。ラッキー !

◆ 8月 6日  専用車につ リ スヘ

今日は一日、コーチに乗る。知らない国のウ

ォッチングは楽しい。服装から、車から、市場

から、流れる景色はすべて異国だ。 SUZUK
Iや 丁OYO丁 Aが後ろに大書きされていて、

多いだけでなく、ステイタスでもあるよう。そ

んな文字をご丁寧に刺繍して飾つている車まで

あった。すし詰めに乗つた車の、さらに上に、

後ろに、人がぶら下がつている。あれも料金を

払っているのだろうか ?満艦飾のパスに トラツ

ク、小型タクシー。そんなカラフル トラックは

、絵はがきにもなっていた。

車窓を流れる果実の山がおいしそうで、ベイ

グさんに買つてもらった。こんなことを自由に

頼めたり、好きな所で写真撮影に停めてもらえ

るのも、少人数個人手配旅行の醍醐味だ。

歩いているのもたむろしているのも男ばかリ

。わずかな女性達はほぼベールをかけている。

買物も男の仕事で、基本的に女性は家の奥にい

るものらしい (日 本もとりあえず「奥様」の言

葉はある)。 私一国の外まで出てきてるわよ !

水田地帯をぬけ、谷が深くなってきた所で、

インダス河との合流地点に出る。圧倒的な水量

。さすがにインダス文明を刻んだ悠久の大河だ

。この灰色の泥水は氷河に由来し、削られた岩

石粉末のためだそうだ。タコット橋を渡つてか

らがカラコルムバイウェイとなる。主に中国が

、ここからカシュガルまで、辺境の大動脈とし

て建設した車道である。建設記念碑はかなり走

ってからあった。
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舗装道路の路面はもう傷んでいて、揺れるは

ガーンと突き上げるは一。追越すのを当然に飛

ばし走る道路には、ほとんど橋はない。あらゆ

る谷を奥深く入り込んてから曲がる。「犀川ダ

ムの手前の切れ込みなんて、かわいい」で通じ

てしまうのが今回のメンパ=。 どうしてチラス

まで 11時間もかかるのか ?が、納得できた
`

チラスの宿はハイウェイ沿いに建っていた::

昔から熱気のたまる盆地で有名な所とか。1部屋

の冷房は、天丼プロベラと壁の水冷式扇風機。

贅沢はいえないけれど、器具の騒音がきつい。

◆8月 7日  →タ ハー″→メルヘンの
=原

みんな早起き。 トレッキングの今日は少して

も早出がいい。でもベイグさんは言つた。「早

出でランチボックスを頼むと、夜の残り物をい

れられてしまう。朝食後なら、朝作うた物を入

れるから安心です。」なるほど。

河原の壁画に寄った。仏像と宝塔の線刻だ。

こんな荒涼の地に昔往来した人々。そこまでの

信仰があって、どうして仏教は滅び、イスラム

教に変わってしまったのだろう?三蔵玄奨が西

域を旅した時には、丁度仏教の隆盛時代で、王

侯諸氏に丁重にもてなされ送迎も受けたらしい

。イスラム教に変わり、揺り戻しもなかった点

からいえば、この風土に真に嵌まった教えがイ

スラム教であったのだ。ただ、私達の旅行中に

は礼拝する姿は一人しか見掛けず、夜明け前の

アザーン (*「お祈りにいらっしゃい」のスピ

ーカーの声)も、イスラマバードでの朝、かろ

うじて聞こえたぐらいだった。

インダスはひたすら沿々と流れる。長岡先輩

からは予習の本まで送つて頂いていた。その井

上靖も同行したという『カラコルム紀行』には

、インダスの流れを、いろいろな副詞で表現し

てある。予想はつくが読めない副詞もあった。

インターネシトで何でも調べられる、遊べる一

方で、文語体のボキャプラリーは欠けていって

しまう。でも、そういった言葉に置き換えられ

なくても、自分の日で見た感動は、ナマで入り

込む。「百聞―見にしかず」が、旅へと駆り立

てる。

造山運動は、その摩擦熱での温泉ももたらす

とのことで、道路脇めどうともない流れが温泉

だった。禿山にするくらいなら、こんな熱源も

活用すれば?だが、灌漑用以外の水資源は関心

がもたれていないようだつた。

荒涼の中の点景ともいえるライ IIウ ト橋を渡

り、ここからジープに乗り換える。かつて、パ

キスタン軍のある高級軍人が、木材搬出のため

この谷奥まで車道をつけたとのことだつた。最

初から内臓もひらくり返りそうな揺れだったが

、それが緩い斜面をトラバースした後は、とん

でもない絶壁をつたうようになる。ガードレー

ルがないのはともかく、石に乗り上げた弾みで

簡単にコロンといきそうな…。連る物もない展

望とはこのことか、全開放のジープの前も下も

、剥出しの大地が傾いている。路肩はすべて石

積みで、パキスタン人は、伝統的に石積みが上

手とのことだが、あのわずかな出つ張りがいつ

崩れたっておかしくはない。そのうえに前走車

が停止。ん?と思つたら、運転手が下りてタイ

ヤの上のポル トを締め直していた。ほんに寿命
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が縮んだ。

後ろの渓谷の上に自銀の山 (*左がラカポシ

、右がディランの南面)が見えだし、前方にナ

ンガパルバット (世界第 9位の高峰 8125m)が

見えだした頃、ようやく谷は浅くなり、 トウモ

ロコシ畑が広がるようになる。南北に長いタ ト

ー村の、南端の横が終点。車道はさらに続いて

いるのだが、土石流で塞がっているのだった。

あんな絶壁道を維持、走行できるくらいなら、

この程度の補修はわけもないように思えたけれ

ど、ここからポーター仕事を確保するのが、村

には好都合なようだった。

村人がワッとベィグさんを囲んだ。雇われた

のはあまり年端のいかない少年達で、ロバ2頭
が補佐についた。

恐怖のジープ走行に比べたら、地に足がつく

だけマシと思えたが、登り出すと暑かった。道

はかつての車道で、それが徐々に森林地帯に入

つていく。乾燥地帯では、標高が上がると気温

が下がり湿度もあって樹木が育つことになるの

だ。かつてはもっと下にも樹木はあったそうだ

が、それが伐採されると回復は叶わず乾燥地帯

はさらに広がり、禿山を増やしているらしい。

トラバース路に入り、ぐいぐい標高が上がる

と一気に水河が見えだした。岩屑に覆われた舌

状のグレーゾーンがライコット氷河なのだ。水

河の両脇に残されたモレーンが針葉樹林帯とな

り、メルヘンの草原 (メ ルヘンヴィーゼ)はそ

の左岸側の台地である。もの綺麗な丁Sにテン

トとケビンが並び、その続きは牧場になつてい

た。証めるように刈り込まれた敷地は、すべて

家畜達の食んだ跡なのだ。氷河の上に費えてい

るはずのナンガパルバットは裾しか見えない
`

おぼろげな輪郭の小山の裏に、BCはあるそう

だ。

ケビンは トイレ付き、なしのレベルが混在す

るが、基本的にはツインで、ベッド2台が入っ

た独立棟型である。こんな所の離れたシングル

棟はちょっと物騒で、結局私は長岡ケビンに紛

れ込み、片方のベッドを占有させてもらうこと

になった。一番高台にあり、氷河が真横に見え

た。

食事棟のロッジには建々とプロバンガス灯が

ともった。個人手配旅行とあつて、日本食の副

菜の数々は、長岡さん夫婦が買い揃えてきて下

さつた物。でも、 ドイツ人テープル、中国人テ

ーブルも広がつた中で、ジャパニーズテープル

が一番ライスが余つていた。何かと「慣れ」の

余裕を自覚できた私も、「インディカ米」のみ

は拒絶が増幅。私だけではなく「何で日本人は

お米を食べないのか不思議だろうね」と言いつ

つ、誰も次の「もったいない」が出てこない。

珍しいならともかく、似て非なる物はかえつて

「違う !」 が強調されて、食欲減退になるのが

食文化。さらには「主食」の存在感かもしれな

い。一方完熟のマンゴーは、大好評だつた。

◆ 8月 8日  →タ ハー″→アング

今朝もナンガパルバットは見えない。時間は

十分にあるので、傘をさして朝の散歩にてかけ

る。森林のモレーンの氷河側はばつさり切れ落

ちて、どこからも氷河展望が広がる.道がモレ

ーンの右にずれていくと、小川が流れる森林浴

コースである。どこにも糞が落ち、そこらじゅ

うが緑のカーペット…過放牧で紙めるように食

まれた跡の、掻き分ける丈もない草地が延びて

いる。メルヘンの草原というからには、高山植

物が群れ咲いているのかと想像したが、食まれ
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た後にわずかに紛れ咲かせている程度だつた。

パイヤールキャンプと呼ばれるBCの手前にあ

る、タ トー村の夏村まで着いたが、やはり雲は

重い。放牧の羊達が珍しげに近付いてき、その

後は番をする子供の指示通 り、本橋を渡つて対

岸へ広がうていつた。

「孫悟空はお釈迦様の掌を越えられなかった

ということだけど、僕達は、家畜の領域からは

離れられないみたいだね」と上村さん。圧倒的

な自然の、そのとんでもない谷奥にも人は住み

つき、家畜で証め上げたような自然を広げてい

るのだつた。

下山は早い。ところが、一難去つてまた一難

ともいえるジープは、タ トー村からさらに徒歩

一時間下までしか来ていないという。ベイグさ

んがすれ違つた人から、今朝の崖崩れでそうな

つたと情報入手したそうだ。「まだ 1時間 !」

と村を見下ろすと、何と次々ジープが登ってき

ている。開通したのだ !こ う簡単に開通 して、

一方日前に広がる土石流の方が除去不能な類の

物とは思えなかったが…すべては人間様の知恵

と都合なのであろう。

加速気味になる下りは余計に身震い物なのに

、浮かれた運転手であつた。礼子さんと私が思

わずあげる悲鳴に、ニヤニヤと横を見るは、頷

いて振り返るは…いかにも楽しげ。エエイ、ち

ゃんと前を見ておれ !

フウッとばかリライコット橋 (これも含め、

多くの橋は撮影禁止)に着いた。さすがに、乗

り換えてからのカラコルムハイウェイの凸凹は

全く気にならなくなった。

ギルギットの外れて、コーチは突然停まった

。「運転手さんの家です。」鉄門扉のある豪邸

!奥さんと次々出てきた子供達が、何種もの果

物の盛皿をにこやかに差し入れしてくれた。運

転手は高給職なのだそうだ。

遅い昼食後 (その結果、夕食は断る)、 フン

ザ入りは夜 8時になった:わずかな灯りの下で

またもジープに乗り換える。アルバインツアー

社推奨の眺めのよいロッジということだが、地

形はもうさっばりわからない。悪路の巻は済ん

だと思っていたのに、またも会話のできないほ

どの回デオ走行。狭い石垣の間を抜け、真つ暗

闇を跳ね走 り、このまま辺境でまとめて行方不

明かも…の先にロッジはあった。意外に活洒で

光あふれ、狐ならぬ、欧米人家族が遅い夕食を

とっていた。 トレッキングの汗と疲れ (ジ ープ

の埃も)が、快適に流れ落とせた宿だった。

◆ 8月 9日  →ミナどン→′ソrクン ″

明けてようやく景色とご対面。緑のオアシス

フンザ盆地が広がっている。でも山並の雲は重

く、秀峰ラカポシも、時折右稜線を見せるだけ

だ。

昨日から、「この天気が続くなら、 トレッキ

ングをやめてハイウェイを北上するか」の次善

策も浮上 していた。「あと 1時間もしたら、ラ

カポシが綺麗に見えるようになりますよ」と従

業員。「じゃあ、晴れてくるのね ?」 と尋ねる

と小首を傾げる。パキスタンでは小首を傾げる

のが “YES"な のだそうだが、サービス精神

も考慮するとますます、え ?ど っちなの ?

とりあえずYさ んの高級高度計が、気圧の上

昇傾向を積算表示しており、これが一番の判断

材料となる。カラコルムのイメージ「抜ける青

空」が見られますように一。予定通りの トレッ

キング実施と決まる。

出立の間際、長岡さん知己の画家に出くわし

た。「こんな所で !」 と双方びっくり。辺境に

長期滞在、そこでの景色をテーマにしている人

で、日本では地図手配での接点があったらしい
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。彼は「このところ、 3日 ごとに天気が変わる

サイクルにならている。今日からはよくなるね

」と言つてくれた。

昨夜、題魅題題の入り日かと思つたこのホテ

ルは、さらに増・改築されるらしい。立地は今

朝ようやくわかつたのだが、すぐ裏にビューボ

イントの砂岩 (*砂のように風化した片麻岩)

の丘があり、ほんの 3分の登りて、360度 展

望とサンライズ、サンセットが楽しめるのだつ

た。ベイグさんが「ギルギット泊、ここでサン

ライズを見るツアーもあります」と言つていた

。桃源郷フンザは、世界の観光地になろうとし

ており、あの悪路も来年には補修されるとのこ

とだった。

パルチット故城をまず訪ねる。石垣プラス木

造りのそれは、長岡さんのかつての来訪時には

倒壊寸前、端に寄るだけで揺れるほどであつた

という。それが世界遺産の指定をうけ、観光資

源として補修された。「スコシ、日本語ヲベン

キョウシマシタ」の日本語ガイ ドが案内する。

スコシというから、一生懸命聞き取つていると

、出来のいい冗談になっていて、ガイ ドがニヤ

ニヤ、ニコッと笑い返す。語学というとまず縦

筋が寄る私には、コミュニケーションの道具じ

ゃないか !と反省させられる一幕だ。風を招く

夏の居間、こもって暖をとる冬の居間、他は多

くが貯蔵庫だつた。外の撮影なら可で、王様の

ベランダからの景色を欄干越しに撮る。

フンザ川の両岸に緑の台地.スラッと天空に

伸びるのは細身仕立てのポプラで、その間には

、リンゴ、アンズ、スモモなどの果樹がたわわ

の実を付けて木陰を作つている。どこにも水路

が通り、氷河由来の、グレーの油膜を浮かべた

ような (*雲母片の反射によつてそう見える)

水が、ある所ではほとばしり、ある所ではゆつ

たりとこのオアシスを潤していた。

観光地化の以前から要衝の地であり、人の往

来が多く、女性も多い。アレキサンダーの東征

以来、金髪碧眼の美女が住みついた地とあつて

、「パキスタンでは女性を見かけない !」 の上

村さんも十分に満足できたよう。本当に美男美

女が多く、そんな人達が颯爽と裾を翻 し、ある

いはさりげなくベールを掛け直していると、も

うエキゾチック !

日本にだうて「夜日、遠日、笠の内」の言葉

がある。ベールの内ならなお有利、想像を掻き

立てるというものだ。でも、礼子さんと私は冷

静に達観 したのだ…彼女達が当然のように鼻に

ひっかけるベールが、私達だと、絶対に留まり

ようのないことを一。メリハ リのない顔とボデ

ィーの私達は、やはり「お着物」で頑張ること

にしよう !

カラコルムハイウェイをやや戻り、南の脇道

に入ってミナピン村。ここの回ッジで昼食をと

り、 トレッキング開始だ。ロッジ庭にはナジー

ル社からの天幕、テープルなどの器材が置かれ

ていた。あれよの間に村人が増え、食材類も山

積みされた。今朝まで、次善策に変えるかの保

留時間があった。もし、 トレッキング中止にし

ていたら、この器材の手配から食材はどうなっ

たのだろう?ベイグさんは、用意した食材はキ

ッチンボ=イ 達が持ち帰り家で使うのだと言つ

た。不測の事態があるのは当然としても…見え

ない所にも経費はかかつている。決して高いと

はいえない旅費である。

やたら喘いているロバがいた。「イヤイヤ」

としか聞こえない。ここでの荷役はロバだ。体

高低く、バンダロ、大きな耳もあって見た目は

可愛い。でもかなり強情そうではあつた。前回

のシッキム報告の反響に「どのページにも糞の

記述があるのに、映像には一塊も出ていないJ

の指摘があったので、あえて転がりたてを撮影

した。

コックとキッチンボーイの計 2名、スタッフ

2名、ロバ 6頭、ポーター 19名が、今回のご

―行様だ。村の灌漑用水脇を通 り、崖を大回り

して、氷河からの急流を渡ると、そこからモレ

ーンヘの急登が始まる。ボーターの少年達はご

くごく普段着のまま、息を荒らげることもなく

、抜き去つていつた。ネパールにあつた表象物

はなく、岩に書かれた蛇がのたくつているよう

な文字 (*ウ ル ドウ語)は、ロッジの宣伝のよ

うだった。左に早くもミナピン氷河の末端が見

えた。たかだか2500m。 北面だからだろうか ?
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ここも次第に灌本が増えt樹高が高くなってい

く:そ して背後にバツーラ山群の自銀の峰が伸

び上がつてくる。谷を詰めると、前にも後ろに

も自銀の山塊・・̀の展開がカラコルムかもしれな

い。U字谷を詰めてt両脇に大山塊のエベレス

ト街道とは、また違う…いやいやもっと登って

からじゃなくちゃ、そんなこと言えないよ !

日差しはますます強く、濃い影に汗がしたた

る。 トレッキングの方を選択 してよかうた !よ

うやく平らになった牧草地に作られた日陰に、

コーラ塚が飾られていた。そこにいた 10才の

少年が「25ルビー」だという。首から下げた

財布から慎重に数えておつりが出てきた。いく

らが手元に入るものか…。この小遣い稼ぎを済

ませたら、さっさと麓の村に帰るらしい。そこ

にいた 4人の女の子達は、飴を上げても撮らせ

てくれなかつた。ダメダメと手を振 り、「キャ

キャッ」と、石垣の掘立小屋に消え失せた。残

念と思う自分と、そうであり続けてほしい自分

がいる。

夕暮色になった空に赤い小旗が翻る。その本

の下付近がハパクンドで、もうテントが設営さ

れていた。丁S端にトイレ小屋があり、便器と

チ ョロチ ョロホースが引かれていた。「ベルク

ハイム並みよ !」 で通じるのが、今回の PW。

ホテルコックの経験もあるというスタッフ達

はとても料理上手。スープも、ヌードルもおい

しくて、ロッジ以上。ただ今回は、不覚にもお

腹までリラックスしてしまい、あまり手が伸び

なかった。シッキムから3カ 月内で高山病の心

配なし (順化は 3カ 月有効とか)と思えば、今

度は下痢…こんな煩いなしで、楽しめるものな

らいいのに一。 (*さ らに、メルヘンの草原で

高度順応をしたことになる)

トイレに行つている間に茜色が消えて、薄闇

が広がる。と、「ンガ～、ンガンガンガンガ」

の咆嘩.向かいからも「ンガ～、ンガンガンガ

」、あっちからこっちから谷間中が咆嘩で埋ま

った。ロバがこんなに咆えるとは知らなかった

。ロバと分かつているからいいものの、姿が見

えなかったらおじけづくほどの迫力。首を伸ば

し腹を震わせ、全身共鳴させて咆える。知らな

いことっていっぱいあるんだ…。

◆ 8月 10日  →タカファグβσ

モーニングティーと洗面用お湯が配られる。

空は青い。谷間のテン トサイ トは日陰になるが

、出立の頃には日が当たり始めた。前方のダム

状のモ レーンの上がもう大水河で、右を トラバ

ース気味に登るという。谷間の樹林を抜けると

すぐ広い牧草地とな り、そこからの斜面も、時

折樹木があるものの、なだらかな斜面の牧草地

だった。一般の人はネパールだ、カラコルムだ

というと、どんな崖っ淵を歩くのかと思つて し

まうようだが、実際は、牛、馬、ロバが荷役 し

て往来する道を歩いているにすぎない。その道

の標高が高いだけで、 7000、 8000mの
巨峰が見える所が、 トレッキングの対象地とな

っている。日本の山より、荷物を持つてもらえ

るからかえつて楽という人も多い。とてつもな

い巨峰が、見える、見たい、撮 りたい一が、辺

境の トレッキングである。

74歳の Yさ んは」 ICA海外体験も豊富で元

気だが、さすがに登 りは止まりがちになる。慣

れたガイ ドのベイグさんは決 して叱咤激励 しな

いが、後ろで手持ち無沙汰気味の私達に、「左

端に行けば、氷河が見えますよ」と言った。ホ

ント?と ばかり左岸へ駆け上がると…ウッソー

!!の景観。うねうねと流れるまばゆい氷の大

河が白銀の大屏風から流れ落ちていた。「スゴ

イ l」 以上の声にならなくて、上村さんには只
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只、指さすだけ。上村さん、礼子さんからも次

々歓声が上がった。当然の景観のように、長岡

さんはカメラを広げていた。「ウヒャ～」以上

にならないまま、シャッターを切る。これが氷

河…ギシッ、ギシッの音も聞こえはしないがt

うねり、裂け、はじけ上がつたままの塊から、

冷風が吹き上がうてくる。せいぜい標高3200m

。それてこんな大氷河を見られるのがカラコル

ム !

ざらざらのモレーン壁をしばし歩いてみた後

は、よそ見しても安全な登山道に戻る。陽光を

浴びるこの壁は、紅色のムカゴトラノオや紫の

フウロ、サクラソウやツメクサ類のお花畑にな

っていた。わずかの距離で広がつていく視界 `1・

右端にラカポシ本峰 (7788m)が出てきて、左

端にはディラン (7273m)が端正な逆さ扇を広

げ、ついに大ミナピン氷河がその全貌をさらけ

だした。

登りつめて大休止。背後のパツーラ山群の方

もニ ョキニョキと大岩壁を広げている。青、緑

、自の世界に浸りきって至福の時間が流れる。

何といつたってここまて来なければこの景色は

見られない。ロバ達はここで荷解きされて、食

事タイムになっていた。ここからしばらく歩幅

分だけの崖になっていて、荷を担いだままでは

家畜は通過できないのだつた。究極、人間様が

どこでも通用するポーターなのだ。彼らは 2往

復してここを通過 し、その先、モレーンの陰に

、真つ平らな夕カファリBCがあつた。蛇行し

て水路が流れ、 トイレ棟が建ち、空荷で通過し

た家畜達がのんびり草を食んでいる。

テントからはモレーンが長屏風となって、か

の大景観も上しか見えない。ほんの一登りで、

モレーン上。これでもかとばかりにズームを変

え、レンズを交換し、偏光フィルターもつけて

写真を撮りまくった。雲が湧いた、影が変わっ

たとさらに撮った。ディランからラカポシにつ

ながる大稜線に数々の魅惑的ピークが見えるが

、名前はついておらず、誰も縦走はしていない

という。しかるに、氷河の対岸の5400m峰はプ

ラス 5日 で、 トレッキングの範疇で、ビークハ

ントできるとのことだった。いえ、もう眺める

だけでいいです。

夕カファリの平原をさかのぼっていくと、雪

渓からの末端は湿地状になっており、ウルップ

草に似た花が繁茂 していた。

OB定番のお茶を点て、証拠写真を撮り、も

てあます時間を回バと戯れる人、キッチンを観

察する人。十分に時間をかけて作られた夕食は

またまた豪華献立6 トマ ト、キュウリ、紫オニ

オン、ニンジンがきれいに飾 り盛りされて、シ

ッキムの時とは比べ物にならない。次々出てく

る料理の皿は、山中の料理と思えないほど。味

も、繊細で押 しつけがましくなかった。しかし

、しかし…なのであった。美麗なパキスタン青

年がビッタリ給仕についてくれているというの

に、食は進まない。申し訳ないほどに食事は余

り、下げられていった。あれはポーター達が食

べてくれるのだろうか ?

そういえば夕食前にちょっとした騒動があっ

た。ポーター達が、久しぶりに羊を食べたいと

要求したらしく、ベイグさんは「高い」と即、

却下したらしい。日の前の羊 ?目 を丸くしてい

ると、彼らはそんなことはお手の物て、さっと

首を刻ね、皮を剥ぎ、さばいてしまうとのこと

だった。隈無く牧草地となったこのあたりに有

害獣は見当たらない:一番の敵は、<う まそう

!>と思う人間なのかもしれない。勝手に遊び

勝手に帰つていく家畜達だが、現実にはどんな

ルールが敷かれているものか、一介の旅人には
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感知できない。

見上げるモレーンにいつも留まっているロバ

がいた。案の定、夕暮時に「ンガー、ンガンガ

ンガ」が始まった。別のが喘くというより、エ

コーが戻つてきた。シルエットで浮かぶそれは

、首を伸ばし、腹を波打たせてラッパになりき

っていた。

◆ 8月 11日  →ミナどン→ギルギット

朝焼けのラカポシを撮る。朝食前に背後の尾

根へお散歩。ずいぶん高く見えたが、ベイグさ

んの言う通り、30分で到着した。標高を上げ

た分、ミナピン氷河がさらに奥行を増し、ラカ

ポシの別の水河が見え、テントサイ トが見下ろ

せた。尾根上にも家畜達の跡があつたが、さす

がに踏まれていない急斜面の方は高山植物が豊

かだった。ここ (3650m)が今回 トレッキング

の最高地点で、あとはひたすら日本への帰路に

なる。長岡さんは、デジカメtモーノクロ、大判

カメラをも総動員しており、「先に行つて」と

、とことん撮影を決めたようだった。

あまりに姿が見えなくてベイグさんは気掛か

りそうだったが、妻は「毎度団体行動のとれな

い人ですから、お構いなく」と言い、上村さん

は「学生時代からそういう奴でしたから」とア

ハハ…になった。そんな気楽だった現役時代か

ら30年も過ぎて、今、カラコルム山中でこう

して遊んでいるなんて、信 じられない…。

(間延びする帰途は省略。 8月 15日 帰国)

◆エビローグ

高度障害の心配もなく楽しめた水河ウォッチ

ング。こんなお誘いをもらわなかったら、生涯

ご縁のなかった大パノラマだった。

「せつかくの休日を、私達のカラコルムデビ

ューのために、 辱賄″ に潰してもらって…」

恐縮する私達に「私も、初めてだったんですけ

ど」と長岡さん。なんと、見てきたようなコー

ス説明から、「ここからは氷河が見えてきまし

て…」の詳細なガイ ドの数々はすべて、読図と

予習の賜物だった。もちろんカラコルムハイウ

ェイは 7度 目 (5年前のパル トロ氷河 トレッキ

ングなど)。 そのために「前に来た時は…」発

言が随所に混じった事による誤解もある。しか

し、「既存の 2つの トレッキングコースの、よ
いとこ取りをして企画した」今回は、楽なこと

もあって、ぃっか家族と一緒の時にと除けて温

めておいたコースでぁったらしい。

何時間もじっと地図を眺め、資料も集めて予

想をたて、現地へ行って実際の景観を楽しむ…

その精進の結果の、あまりに滑らかな解説。そ

のため、あとの全員が最終日まで「ご当人には

犠牲的な (かつ、きっと家族に対しては積年の

我儘お詫びも兼ねた)再訪」だと思い込んでし

まっていた。さすが、元国土地理院地図部長の

ケタ外れの実力 !

(*こ の箇所には「持ち上げすぎでは」の指

摘がありました…)

さて、こうして旅行記を打って、必然で資料
を確認していくと、「既存の2コ ース」という
,が,アルバインツアーヵタログのカラコルム
定番コニスであったこと、個人手配なら考えら
れなくもない ドッキングであったことが、「コ

ロンプスの卵」的に分かります。同時に、その

周辺ページのガイ ドが、容易に解読できるよう
になっていることにも気付きました。それこそ

が「カラコルムス胸 ―ス」の意味でありまし

た 。

あらまほしき先達の長岡先輩からは、「見て

きたょうな解説」までできる可能性を、こんな
30年後にも学ばせてぃただきました一が、そん

な能力もなく、興味もなく、そのくせ先入観・

雑念・妄想まみれの凡人の場合、「百聞―見に

しかず」こそが、凌駕できる (?)裏技です !

自分の五感を震わせてくることです。そうすれ

ば、あるのかな ?の第六感、第七感もきっと共

鳴してくることでしょぅ…ぁの回バみたいに。

2～ 3年後、また、こんな楽で、お得 (=2
回分のいいとこ取りのような→半額で済む二時

間も節約できる)・ なコースを企画して下さるそ

うです。もちろん「見てきたよぅな解説」付き

。 K∪ WV・ oBな らではの役得と申せましょ

う。是非、資金を貯め、そこそこに体力を維持

。周囲に十分な根回しを図つておかれるよう、

2′
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「やまざと」よりの要請を受け、首

都圏支部の設立経過を少し記 したいと

思います。

私が関西から東京に転勤になり約 18
年が経つがその間、伊藤、保日、鍋島

君らの努力で 9期の同期会が継続され

ていた。そこに 8期 の藤井、柳川両氏

11期の青柳、北川君などが参加 して

いた。昨年はそれに 7期の四十万さん

が参加され茨城から8期の柴田氏、金

沢から穴田氏が参加される等年を重ね

るごとに盛況になつていた。

そんな中、私自身世の中の厳 しい風

を受け 2年前早期退職をし、プータロ

ウ生活を楽 しんでいたおり、何故か西

の方から騒音が聞こえてきた。聞くと

8期の篠島氏が関西支部を立上げ活発

に活動しているそうな。

日本の中心は東京で全てが東京中心

にまわっていると自負 していた関西出

身の東京人としては看過できない事態

である。篠島氏と私は兄弟会社に勤め

ていたこともありますます何とかせね

ばと思いが募 り、同じく無職を楽 しん

でいる藤井氏、同期で自営業に転職 し

た清水君、 11期 の青柳君の協力を得

て2月 から準備に取り掛かる。

先ずは名簿作 りからそこで奥名君に

お願いし、全KUWVOB会 の名簿を

取り寄せ、首都圏版を作成する。会場

を予約するにしても大体の参加者数が

必要なのでメールのある人に対し参加

の意志を確認、約 20名 弱の参加の返

事があり、25名 で新宿銀座ライオン

を予約する。

名簿を整理 していて興味深かつたの

は (1)ク ラブ
゛
内結婚とおぼしき人が

結構いること。(2)都内 23区に住ん

でいる人が殆どいない。無論田園調布、

成城などは0(3)住 所不明で随分返

つてきたが、名簿を見ると企業の合併

等で勤務先の名前が既に実在 しないも

のも多く、社会の荒波がKUWVに も

押 し寄せていることを実感 したこと等

である。

最終参加者を決めるべくメール送信

での未回答者とメールの無い人に対し

往復葉書を出し締切日には 25名 であ

つたものが、続々追加になり最終的に

は32名 になつた。

お陰で会場は狭い上に、参加者の熱気

が加わ り6月 と言うのに盛夏並みの暑

さであつた。

席上、(1)毎年 6月 第一土曜日を総

会とすること (2)秋に懇親山行を開

き今年は 10月 22日 (土 )高尾山を

計画することを決め記念撮影をし再会

を約束し散会した。

今後の課題としては、45年の世代

間をどう纏めるか。次回は首都圏でな

く関東支部とし関東各県の会員に広く

呼びかけていく等であるが、是非とも

沢山の企画立案者が現れ、会を盛 り上

げて頂く様に期待したい。

また末筆ながら総会を終えた、翌日

から多くの方から感謝のメールを頂き

世話役として大変嬉 しかつたことを報

告し筆を置きます。
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●kuwvOB会首都圏支部 第1回山行記録

コース :京工線高尾山ロー(稲荷山コース)一

高尾山(599m)一 城山(670.6m)一 小仏峠一

景信山(727.lm)一 登山ロー小仏バス停((5時間)

10月 22日 (土曜)10時 京王線高尾

山口集合。高尾駅は結構な人だかりであ

る。

高尾山は明治百年の記念事業として「明

治の森高尾国定公園」に指定された高尾

と大阪の箕面を結ぶ全長約 1300キ ロ

の東海自然歩道の最終区間に当たり、東

京都心から 1時間程度で気軽に行けるこ

とで登山人口世界一を誇る人気スポット

らしい。(高尾山に来るのが初めてなので)

6月 5日 に首都圏支部立ち上げ総会?で

新宿の「銀座ライオン」で集まつて以来

4カ 月。KUWVの 先輩とは言え、そこ

で初めて会つたメンバーが殆どで心配だ

ったが、 9期の山中さんが目印としてピ

首都圏の人気スボット高尾山へ
18期 横井恒雄

″申さん″ゞみクんデを虜いてくれた…

青柳 多″ どゞ―/2を回 ιでぐれた…

合津さん

"沸
か してぐれた…

日時 10月 22日 (土)10時
京三高尾山口集合

参加者 : 6期日合津 尚

8期・藤井信晴

9期・山中重夫

11期・青柳健二

14期・清家雅幸

18期・横井恒雄 (記録 )
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ンクの東京山岳会のジャンパーを着て立

つておられたおかげで捜す苦労もなく集

合できた。

名前と顔が一致しないので (小生だけか

も知れないが)自 己紹介をして山歩きを

始めることとなつた。

参加者は前日のメールでは5名 だつたが、

当日合津さんが参加で6名 となつた。総会

には 6月 の総会には30名位が参加 し、

結構盛 り上がっていた。もつと沢山の人

が参加するものと勝手に思い込んでいた

が、小人数の山行となつた。小生も勤め

ている会社ではもう結構おじさんの部類

だが、今日のメンバーの中では 1番の若

輩者である。「第 1回だから、次ぎはもう

少し集まるといいね」「集まつたメンバー

は60代前半から50代前半までのそれ

ほど高齢でもなく、それほど若くもない

メンバーか、40代がいるといいね。」等、

あれこれ話 しながら、ケーブルカーの駅

の横を過ぎ、登山口に。

樹間のよく整備されたハイキングコース

を登つていく。途中「見晴らし台」ピッ

チ休憩。所沢方面が見えるはずであるが、

曇つているため何も見えない。今日の天

気は、天気予報では晴れてくるはずであ

るが、朝、家を出たときは雨。高尾山口

に着いたら雨は止んでいたが晴れる気配

はなく、結局、一日中晴れなかつた。

1時間程度で高尾山頂上に着く。頂上と

言つても、どこが頂上か分からない広場

のようなところ。茶店やら飲食店が軒を

連ねており、紅葉のシーズンには 1月 程

度早いようであるが、今日も大変な人だ

かり。山中さんによると5月 の連体は頂

上のエリアに入ることができないほどの

混雑であるらしい。

城山方面に下つた所で昼食をとる。山中

さんがコンロを取 り出し、み りん千を焼

いて振舞つてくれたり、青柳さんがビー

ルを回してくれたり、合津さんが紅茶を

沸か してくれたり、昼食をもりあげてい

ただいた。

出身地の話をすると首都圏支部である

が、東京出身者が誰もいないとか、藤井

さんは百名山を後 1つ残 しているとか、

合津さんはマラソン大会によく出られ、

1月 250kmは 走るとか、あれこれ自

己紹介がてらの話をする。
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昼食後、景信山 (カ ゲノブ)を 目ざし

て奥高尾縦走路を行 く。高尾山頂上近辺

の人だかりからすると大分静かであり、

天気は一向に回復 しないが、少 しガスつ

て山歩きをしている気分にはなる。晴れ

ていれば富士山等が見えるそうだか、景

色は見えない。

登山道は大変に整備が行き届いており、

所々に昼食するベンチがあるし、観光地

として整備されている。時折、前方から

ランニング登山大会の参加者が小走りで

やつて来る。道は狭いところもあるが、

概 して広く、走ることができる。インタ

ーネットで見ると、よくマラソン登山大

会も行われるところらしい。城山から子

仏峠まで下り、 100m位 のちょつとし

た登 りをして景信山に着 く。ここにも大

きな茶店があり、やたら茶店があるが、

メンバーの誰も茶店で物を買つたりしな

い。近辺で休んだ後、登山口まで下る。

30分程度で登山口。バス時間に間に合

わないかも知れないので、最後はパス停

まで走 りました。諸先輩方も日頃、鍛錬

されており、元気で、大したものです。

バスで」R高尾まで出て、駅近辺の居酒

屋で 2次会。大学時代の思い出、期が近

い人の消息、50周 年には金沢に行きたい

ということや、野沢スキー合宿の話等で

盛り上がる。

この山行はハイキングコースだけど、最

後はパス停まで走つたし、ワンゲルらし

い締めくくりで第 1回 としてはそんなに

楽だつたわけじゃない、久し振 りに楽し

い山歩きだつた皆さんの感想。第 1回 は

集合時間を気にしたが、次はもう少 し早

い集合時間でも構わない、総会 (来年 6

月)ま でにもう一度行こうという話にな

りました。山歩きをして、快い疲れで、

結構ビールを飲んで散会となりました。

2∂



2004・ 1月 発行のやまざとVOL19では 2004・ 1月 の近畿支部のうぶ声から、2004・ 11月までの

イベントを誌上でレポートさせて頂きました。

今回は、その後 2004・ 12月 から、2005。 9月 までの活動をイベント中心に報告させて頂きます。

イベント報告

1.生 駒 山 PWと忘 年 会

2.六 甲ゴールデンコース PW
3.六 甲縦 走路・須 磨 アルプス PW
4.黒 田庄 町・白山 PW
5.花 の霊 山山 PW
6.残 雪 と花 の大 山 PW
7.北 摂 口剣 尾 山 (784m)PW
8.伊 吹 山 PW
/8月 は、イベントお休 み

9.秋 刀魚パーティと須磨アルプスハイク

/10月 は、奈 良 県 曽爾 高 原 と倶 留尊 山

(2004・ 12) 企 画  12期

(2005・ 1)企 画 15期

(2005,2)企 画 12期

(2005・ 3)企 画 11期

(2005・ 4)企 画 8期

(2005・ 5)企 画 8期

(2005・ 6)企 画 10期

(2005・ 7)企 画 15期

(2005口 9)企 画 11期

PWを 10月 22日 予 定

赤 地 賢 ―

高 村 千 佳 子

野 村 益 巳

加 藤 忠 好

伊 豫 欣 二

篠 島 益 夫

藤 井 直 樹

宇 野 潔

加藤 忠好

活動エリアが滋賀県、鳥取県など周辺エリアに拡大してきた。

霊仙山 (滋賀県 4月 )、 大山 (鳥取県 5月 )、 伊吹山(滋賀県 7月 )

宿泊を伴う一泊以上のイベントが増えた。

霊仙山(1泊 口4月 )、 大山(2泊・5月 )、 伊吹山(1泊・7月 )

秋刀魚パーティと須磨アルフ
・
スハイク(1泊 E9月

)

金沢、名古屋、東海地区の会員の参加が目立ってきた。

近畿、首都圏に続く東海支部の発足の芽になれば…・

OB会イベント以外にメンバーが個人で企画する山行きに相乗りする会員が増え

て会員相互の交流が増えた。

山以外の文化遺産、自然遺産に対する企画チームを作る等、広い世代の OBが

参加出来るイベントの必要も感じられる。       _

レポーター 近畿支部世話役

8期 篠島益夫
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秋 の 日Ц ノJヽ 屋 漕 場

平成 17年 10月 1日 (土 )

13期 吉田 穂積  吉本 良治

15期  舟田 節子

byせっちゃん

◆春の山小屋酒場は中止になっています。昨秋

毎週のように来襲 した台風のために、県道倉谷

～土清水線は 7箇所で、路肩崩壊に、路面埋没

。大型重機が入り、通行止めとなっていたため

です。             '

◆倉谷の主・山下忠さんが昨冬、脳梗塞で倒れ

られました。雪の中、狩猟中の発作で、仲間の

発見がもう少し遅かつたら危なかったそうです

。「リハ ビリやいうて、あんな所におつても」

と本人の退院報告の電話で、これを知 りました

。幸い、しゃべる方も支障なく、通行止めの詳

tノ い経緯も知らせていただきました。 (小屋作

業では何かとお世話になっておりますので、O
B会の方からお見舞いを出しました。 )

◆秋の酒場は直前取り消 しもあり、 3名の参加

にとどまりました。「参加が少ない」以前に、

「酒場があるJを知 らせ られもしない、 (知 ら

せる努力がなされていない)が、第一のネック

なので しょう。

ともあれ、課題は屋根のベンキ塗 り。天候 に

大いに左右されて しまうところです。明日日曜

は雨の予報、加えてこの人数。さて、どうする

?の早々の協議により、今日土曜の日帰 りで突

貝作業と決まりました。さっそくシュラフ他、

食材を抜き取 り、デイパ ッタバージョンに。

ゲー トから奥は新 tノ い路肩に、擁壁。さらに

は、落石の目立ち始めていたダムから奥も整備

された跡があ りました。 したがって、第二の切

れ込み付近まで轍があり、楽。そこから後 t)、

多分山下さんの、「兼 リハ ビリ作業Jと 思いま

すが、草刈 りされた跡があ りました。倉谷川の

本流は、結局元の右岸側に戻ったようです。こ

うして半年毎に倉谷川を眺めてみると、川床が

あが り、蛇行 して、また一気に本流が復活する

過程がよく分かります。山里は廃れるのみです

が・…。

さて、小屋の方は、 10日 前には現役の小屋

作業が入つていたこともあつて、外も中も綺麗

になつていました。
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ここへ来る前、参加が 3名 と聞いた旦那から

は「いつまでこだわって、くだらんことをやっ

とるんや」と嫌味を言われましたが一今、山人

は消え、あるいは高齢化 し、各所で山道が消え

ていっています。百名山のような所はオーバー

ユースになる一方で、マイナーな山は既に経済

効果もな く、いわば思い入れの次元でこだわ り

の数名により、やっと維持がなされています。

高三郎などは、補助金が出ているだけマシ、恵

まれている方です。それにした所で、小屋がな

くなったら、金欠現役でも、登山道整備作業入

りの二の足を踏むことで しょう。

実際私も、この先が読めません。ブームにな

った中高年登山も、高高年登山化 しつつありま

す。思いがけぬ懐豊かな層の出現にデラックス

化 した北アの小屋に、いつまでお客が来るのか

?年金削減、介護保険のシビア化で困窮 してい

く中高年層。それらの負担をかぶせ られ、かつ

将来公金を当てにできない若年層も、もうお金

のかかるレジャーをやってはいられません。 |
そスノな頃に、手近な山遊びが復活 してくるの

か ?

かつて、自然保護は「アカJと言われました

。それが経済が減速 しかかると、大逆転。優等

生的活動の解釈とな り叙勲対象に。白峰・桑島

の化石館も角間に移築されて、金大の里山活動

の拠点となりま t′ た。こんなことが大学の研究

テーマになるのか ?ですが、時流に乗らないと

、研究費が下 りてこない。すなわち時流です。

このような時流に、山里であった倉谷の、そ

こにある山小屋は乗るのか ?乗 らないのか ?何

しろダム (必ず行政の手が入る)か ら、 1時間

強。ボー トなら 10分。意外と地の利があり、

歴史もあり、他の山域が持たないキャラクター

なのです。さらに経済減速 したら、思わぬ脚光

を浴びる地にな りはしないか ?せ っちゃんの夢

(妄想 ?)です。

まあ、そんなム,ツ カシイことを毎度考えてい

るわけではありません。まして、投資もできま

せスノ。ただ、 「ヤル」と労力を割いて下さる方

がいる限 り、私は飯場のオバハンを務めるのが

スジです。そして、「ヤルJを決めるまでが、

多少難儀で、行って しまえば、ダム湖の景色か

ら、倉谷の景色から、最後の急登を上がった途

端 「ああ、無事だった」の、安堵感。そ して物

好きな仲間違と何ともリフレッシュできる時間

が流れていきます。

今回は、身軽な穂積オヤジが屋根に登 り、屋

根用靴の準備のなかった吉本さんが、脚立に登

り、錆落とし 。下塗 り・本塗 りを行いま [ノ た。

減量 したとはいえ、屋根に登れそうもないツ、は

、お昼の用意と掃除、そ して小屋前に落ちてい

たオニグルミ拾いに精を出しました。

釣瓶落としの秋の陽と戦い、それでも成tlば

成る…青光 りする屋根を後 にしたのは午後 4時

10分。穂積さスノが 50肩であること、吉本さ

んが腰痛体操に励んでいること一感知できぬ作

業ぶ りで した。そ して利、の採集 L′ たクルミは翌

週、 11期 加藤家での近畿OB会秋刀魚パーテ

ィーでの何よりのおつまみになったので した。
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ヌ キ

はじめに

編集長の命により、何人力ヽこ原稿の依頼をし

たのだが、体よく?断られ、結局、書く羽目に

なってしまった。その替わり、幹事長及び幹事

長代理のメール掲載を了角翠していただいた

雪の初日

金沢からの参加メンバーは、辰野さん、上馬

さん、奥名さんに、ぼくとカミさんの5名。夜

明け前、集合場所へ着いても雪は間断なく降り

続いていた。こういう状況で高速道路を走るの

は、不安が募るもの絶 しかし、辰野さん運転

のエスティマ団麺 そのもので、順調に宿の「リ

ゾー トハウスふるさと」に到着した
. =´

rl

■■ ■1繊ⅢI'議

部屋では、田村教祖はじめ3名 ほどが、朝か

らの酒でできあがっていた ぼくたちは、ゲレ

ンデを知り尽くした辰野さんをリーダーに、集

合場所のレス トハゥスヘ向かい、昼食のあと滑

り始めた しかし、ときおり激しく降る雪の中、

顔の周 りは凍り付き、視界も効かず、うわさの

スカイラインはおろ力1初級コースを滑るのも難

―ム″θ5″告認

栂 典 雅 (19期 )

●期 日:05年 2月 26日 (土)～ 27日 (日 )<前後泊数名>
●参加者 (計 17名 )

田村 昭XOl、 柴田 勝嵐 8)・奥様、保田 敦(0、 青柳 日 11)、 上村 人虫 11)

片田 寛 11)・ 道子嬢、小山 漱 11)、 芝田 翼 11)、 守内 成く 11)、 森川 凛 11)、

辰野 隆嵐 13)、 奥名 正訳 15)、 上馬 康虫 15)、 栂 蠍 19)・ I塵憲21)

儀した。ところが、自称「中年暴走族」の11
期諸氏は、かっ飛ばしていたそぅぇ

至福の夜

野沢温泉スキー場の魅力のひとつは、温泉街

に点在する13の外湯で、ぼくも一番近くの「中

尾の湯」に行った。素朴で熱い純生の温泉だっ

たが、湯に浸かるのも順番待ちといった「芋の

子洗い」状態であった

「ふるさと」の食堂では、野沢菜たっぷりの

食事の後、片田さんの娘さんのピアノリサイタ

ルが催され、とてもリッチな気分に浸る。それ

から、ピアノ伴奏で「隅田り1拍 を歌い、「ふる

さと」の亭主 。従業員も加わって、「故郷」を

合唱した。う～ん、パーフェクト !

部屋に戻つてからは、全国各地の銘酒、銘菓・

名物が並ぶ。恒例となっている「お点前」は、

昨年の舟田さん (15期)のような不朗艮姿とは

いかないが、創 ||さんと奥名さんが代わりを務

められ、スキー合宿伝統の一服を味わうことが

できた
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それにしても、ぼ

くは、酒はもちろ

ん、甘いものもい

けるし、スキーも

するが、酒を飲み

ながら鰻頭を喰

い、ゲレンデを滑

りまくる諸先輩

のバイタリティ

には、完全に脱帽であった

二日日は雪のち晴れ、のち・・・

翌日は、温泉と酒でくつろぐという奥名さん

に見送られ、4人でゲレンデに向かう。次第に

晴れてきて、展望が効くスカイラインをはじめ、

多彩なゲレンデをテレマークターンで舞うこと

ができた

さて、下山のコースを選ぶ段になって、辰野

リーダーは (多分、ぼくらの実力をみて)長距

離林間コースを薦められたが、ぼくは、やっと

調子も出てきたので、パラダイスからユートピ

アヘ下るコース (中級)を滑りたいと言つた

ところが、そのコースヘの分岐に来て初めて、

大会のため滑降禁止になつていることがわかつ

た。しかし、いまさら登り返すこともできず、

結局、上級のシュナイダーコースを滑らざるを

得なくなつた 5 0cmを超える新雪にスキーを

とられて転びそうになったとき、すでにビンデ

ィングがはずれていたのだろう。次に滑ろうと

した途端、片方のスキーを流してしまった。ス

トッパーは付いていたのだが、このビンディン

グは、靴と板が離れただけでは効かない仕組み

で、流れ止めを付けていなかったのが失敗だつ

た。みんなに探してもらつたが、林の中の深雪

に埋もれたの力＼結局、板は見つからず、惨め

にも片足で宿へ戻り、帰途につくことになった

最後は、リーダーの言うとおり、おとなしく

林道コースを滑ればよかったという禍根を残し

てしまったが、楽しいスキー合宿であつた

みなさん、ありがとうございました

<青柳さんのメール>
楽しいスキーが終わりました

節チャンの1醜りは、幹事長と辰野氏が引き受

けて、スキ‐疲れを取るべく全参加者に緑深い

ビタミンCを提供してくれました。 (中略)

26日 の夜の宴は、最後を片田道子嬢がドビッ

シーのビアノソナタで盛り上げてくれました

最後は宿のテーマソングの「ふるさと」を全員

がピアノ付きで合唱しました。宿の西方さんた

ちも皆で拝聴され楽しんで頂けたようですЭ

さて、スキーの方は、3日 間異なる天気と雪質

の中、タップリ楽しみました。 25日 l■
l閃晴、

最高のカービングバーンで、保田大先生を先頭

に小山氏、スキーー式を新調した守内氏と共に、

快適滑降を存分に楽しみました

26日 は、‐転して大雪。片田氏の測定では、

一時間当たり5センチの降雪の中を、負けずに

滑りました。昨日一日で満足した小山・守内両

氏はキャンセノL当 日の朝付いた森川・上村の

同期と柴田夫妻が合流し新雪とコブコブ斜面の

中で奮闘で九 カービングターンが描けない悔
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しさと自由にならないスキーがモ ドカシク、雪

のなかで転ぶ楽しさをも再確認させてもくれま

した。その中、金沢のドカ雪育ちの保田さんの

強さが目立ちましたが、最後のスカイラインの

滑降で、大転倒を目撃し、人間であることを確

認できてホッとしたものですЭ

27日 は、午前中は雪、年後から晴れのスキー

日本聰 前日の疲れが残る保田さんがキャンセノL
柴田夫妻と剤 ‖。上村氏を加えた強者5名で、

ヤマザ トゲレンデ中心に新雪のカービングター

ンを満喫:昼食後は、今シーズンから滑降可能

となったブナ林の中でパウダーの感触をあじわ

って大満凡 最後はスカイラインの2連発の快

適滑降で締めたのでしたD前日の雪の中での苦

労が実り、強いスキーに目覚めました。また、

スカイラインの急斜面の中で、カービングショ

ー トターン習得を実感できたのも大収穫でした

スキーでは、なぜか金沢組とすれ違い、今回初

参加の栂夫妻の滑りを拝見できなかったのが残

念でした。彼らも、この野沢の雪質と快適斜面

には満足された筈ですから、また来年に同走し

たいものです。

藤名監督の手で記録に残せなかったのが、心残

りです。 3月 の連体の志賀高原スキーに是非と

参加されることを、剤 |1幹事長ともども強く望

むものですし (中略)

まずは、お礼とご報告まで8幹事長代理でした

<森川さんのメー/1/>

みなさん無事帰られたことと̀思
います。

幹事長代理の続き 27日午後 (追調

幹事長代理がケーキセットをやめてまで、スキ

ーに熱中する程のコンデショれ

最後は柴田さんにバス停まで送つてもらつてバ

スに間に合い無事帰れたことと̀
思
いますЭ

27日の夜は一人静力ヽ こ10時間程の睡眠をと

つて、幹事長の疲れを取り28日朝は掃除直後

の湯船に半分しか貯まつていない新鮮な湯に浸

かり朝一番でやまびこ́、

明るい太陽の下、日焼けを気にしながら、無風

の中、柴田さんが言つていた『整備されたゲレ

ンデで10番以内に滑るゲレンデ状況』で自分

自身の風とスピードを楽しみました。スカイラ

インも同様で保田さんの 。・・・が信じれない

程簡単で約 5分で滑り降りました

リフトもゴンドラもノンストッえ それでも疲

れはなし。スキーは技術や道具や体力より、コ

ンデションを痛感しました

昼食は先日食べそびれたケーキセットの現

それでもあつという間に午前券を終了。最後は、

月狩温泉駅でラッセル車を見て飯山線の普通で

ノンビリと帰りました

みなさん、また06年中尾の湯で会いましょう。

■
れ
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一
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この3日 間で、大きく成長した我が勇士を、加
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★野沢温泉スキー合宿06予告 ●●●rryrryαなぐ、fryでぃこタノ

2006年  2月 25日 (土)～ 26日 (日 )

(前後いづれか 1日延長 して、 2油 3日 がお勧めです ::)
いつもの 野沢温泉スキー場&共同温泉浴場 ■3湯

リゾー トハウス ふるさと

長野県下高井郡野沢温泉村 6556
電話  0269-85-224■
(宿泊代は、一油 2食付 約 8:000円 )

H期 森りll 功  : 同代理 11期 青柳健二

2006ス キーのモットーは、大八り Π団

信州野沢の100%かけ流し温泉を、タップリ楽しもう:!

宿の名物料理と、OB会名掏夜のフイガヤ会を楽しもう::

抜群の雪質、多彩なグレンデで、スキーを思う存分楽しもう::
さらにオリンピッタイヤーの、2006-メ ニューは、

2005年 にヒマラヤ迦峰の整力をタップリ楽しんだ人の

『 ヒマラヤ トレッキング3連チャン報告会』

申し込み :2006年 2月 5日 (日 )までにEメ ール∝電話にて、下記の幹事長/同代理、

k―oyagionoL―    (静 )   0-1研
isaomobl.- OV:D   硝馴曖ν田53

*和室 3部屋を確保していますが、家族参加の場合は別室を確保しますのでその旨申し込み下さしゝ

*なお、野沢温泉スキー場・ リゾー トハウスふるさと・積雪・ 場所などの情報は、下記のHP、。

h印ノnOaw…
hup:/― .mコ田 凛 m洵 口 函 馘 夢 山 山 m

実施 日

場 所

宿 泊

幹事長

★11期・長岡正利氏 講演 ::  ●●●    謂 ″″

演題 :「山の高さとは」～ 地形図と、そこに表示される「山の標高」の考え方 ～

講師 :長岡正利氏

期 日 :平成 18年 2月 18日 (土)午前 10時～ ■2時

場所 :金沢市香林坊 2丁 目中日ビル 8階 (参加費 聰m円 )

講師プロフィール う 金沢大学大学院修了 0色1つ 、ワングルOB(11期 )。 学生時代は自山の

地質調査に取 り組み、自山火山の地質図完成とその形成史を解明。その後は、仕事とあわせ

地図を趣味にさまざまな著作活動。現在、国―L― 勤務。もと国土地理院地図部長.
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ワンデ
=し

易″θ回生 48期 伊藤謙―

歩荷 トレーニング (卯辰山)

新入生 トレーニング (医王山)、 総会

結団式

第一回 トレーニング山行 (獅子吼、口三方)

第二回 トレーニング山行 (白 山)

夏合宿 (南アルプス、中央アルプス、北海道 )

小屋作業 (高 二郎)

;雪 上訓練 (白 山)

;冬合宿 (荒島)

以下は予定

1月 ;追いコン

2(3)月 ;春合宿

4(3)月 ;1,2年 山行

今年の新入生は 1年生 5人、2年生 1人でした。

1回生 6名 、2回生 7名 、3回生 5名 、計 18名 で活動 し、部の年間行事 (上記)は 3回生

主体、RWは主に 2回生主体で行いました。夏合宿のパーティ分けは以下のとおりです ↓

※ (回生)

北アルプスパーティ ;浅妻(3)、 本沢(3)、 田淵(2)、 鍛冶(2)角江(2)、 増田(2)、 小島(1)

中央アルプスパーティ ;伊藤 (3)、 長島(3)、 長谷川(2)、 志賀(2)、 大和(1)、 河原(1)、 山本(1)

北海道パーティ ;村田(3)、 内田(2)、 塩原(2)、 横山(1)、 中野(1)

では続いて、3回生の伊藤君に今年の夏合宿を通じて山への思いを語つてもらいます 。・・

2005年 度夏合宿中央アルプス

空木岳～南駒ケ岳～宝剣岳～木曽駒ヶ岳を縦走して

今年の夏合宿で私はリーダーをやることになりました。 リーダーをやると決まってから

は、どこの山にしようか非常に悩みました。最終的に南アルプスか中央アルプスのどちら

かに行こうと思ったのですが、南アルプスは 1年の夏合宿で縦走した経験があつたので、

せつかくなら一度も行ったことのない中央アルプスに行ってみようということに決めまし

た。中央アルプスは、北、南アルプスに比べると、規模が小さいので、金沢大学のワング

ルの夏合宿ではあまり人気がない山 ?だつたかもしれません。確かに私も中央アルプスに

行くと決まつて計画を立てるまでは、中央アルプスの中で知っていた山は空木岳くらいし

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11月

12月

5θ



かありませんでした…。 しかし !計画書を作成 していく段階で、宝剣岳や木曽駒ヶ岳とい

った3000mに 近い山々があること知って、だんだんと中央アルプスヘの期待が高まっ

ていきました。そして行程は菅ノ平バスセンター近くの林道終点から登つて、空木岳～南

駒ケ岳～檜尾岳～宝剣岳～木曽駒ヶ岳～ しらび平(ロ ープウェイ)に ドリてくるコースを縦

走することに決めました。この中央アルプスの縦走コースですが、あいにく夏合宿では全

体的に好天に恵まれず、残念ながら景色を楽しむことがあまりできませんでした。空木岳、

南駒ケ岳での両方のピークでガスっていました一。 しかし、実際晴れていたらどんな雄大

な景色が見ることができただろう?と いう次に登る時の楽 しみができました。中央アルプ

スは空木岳～木曽駒ヶ岳手前の中岳までは幕営が禁止されており、そのため、木曽駒ケ岳

頂上山荘以外では小屋泊まりをすることになりましたが、どの小屋もきれいで避難小屋と

は思えないほど居心地がよく、そのおかげで、夏合宿を快適に進めることができました。

空木岳、南駒ケ岳を制覇した後は、檜尾岳までの行程が非常に辛かつたのを覚えています。

これでもかこれでもかというくらいニセピークがあり、何回もだまされてしましました。

まだまだ地図読みができていない証拠ですね―。檜尾岳を越えてからは極楽平～宝剣岳と

いう行程ですが、この夏合宿の中で一番印象に残つたのがこの行程でもあります。極楽平

は、一面が岩や草で覆われていて、全く何もありません。その名の通 り『極楽』といった

感 じで、本当にあの世にいるような感覚がしました。またその日はガスつていて、登山道

が向こう側に消えるように延びていたため、なおさらそんな雰囲気がでていました。極楽

平を越えると前方にそびえたつていたのが宝剣岳です。宝資1岳 ピークまでは、両手、両足

をフル稼働 しなければ登れないような岩場が続きました。垂直に近い岩場が何回 t)続 き、

上下左右に移動 しなければいけませんでした。ここはパー ト・ ワンデ リング(ま たはサブザ

ック)な ら、アスレチック感覚で楽 しめたと思いますが、如何せん、私達は縦走装備(メ イン

ザック)で登っていたため、あまり楽 しむ余裕はありませんでした…。宝倹1岳 に次に来る時

はパー ト・ ワンデ リングで来たいですね !宝剣岳を制覇すると最後は木曽駒ケ岳です。こ

こはご来光を見るために朝早く登つたのですが、ガスっていて全くご来光と周 りの景色が

見ることができませんでした。残念…。このようにして、私達中央アルプスの行程は終了

したのですが、やはリー番残念だつたのは、天気に恵まれず、 1回生に山の雄大な景色を

見せてやることができなかつたことです。 しかし、登山は自然を相手にするスポーツであ

り、そのため天候によつて、自分達の思い通 りにいかないことはたくさんあります。 しか

し、だからこそ、晴れてピークまで苦労してたどり着いた時に見る景色は格別のものがあ

ると思います。この快感がまた山に登 りたいとい う原動力になるのではないのでしょう

か ?私は来年 4回生になるため、学校のほうも忙 しくなり、部の活動に関わることは少な

くなってくると思いますが、時間があつたらまた山に登っていきたいと思つています。

2005有三11リロ女『日

金大ワングル部 3回生 伊藤謙一
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鬱まざと    一θ

焼石岳を目指す気分のいい木道

頂上だ ぁ !

″   晰

最後の青空

おお 1入道雲

リュウキンカ

東北特有のひなびた湯治場

′″ 紹 進

夏油温泉

次・やまざど07原稿大募集

来号『やまざと』の特集は、 町譴」 を予定しています。

革命を起こした○○さんの△△料理

哀しきペミカン秘話

食には一過言あつた××先輩 etcoetc.

あなたの心温まる原稿をお待ちしています。アクセスは事務局まで、いつでもOK!!

52



OB会 会 計 報 告
(平成16年 12月 1日 ～平成17年 11月 30日 )

【収 入 の 部 】
OB会費納入

預金利息

429,000

8

計

No.19印刷費

郵送費

429,008

198,000

106,260

13,631

2,757

570

3,465

7,530

718

【支 出 の 部 】

OB会報 (やまざと)

小屋酒場備品代

小屋酒場食費

小屋酒場諸雑費

山下忠氏お見舞い

事務備品費

その他

計 332,931

【差

前回

収

支

引 剰 余 金 】

(16.11,30)繰越金

入  の  部

出  の  部

1,826,746

429,008

332,931

差  引  合  計 1,922,823

，
つ

て
フ



OBひ と こ と 通 信

・会報19号が届きました。ありがとうございます。ワンゲルOB会の木がしつかり根つ子を張つたような気

がして嬉しいです。ただでさえ忙しい年末にたいへんでしたでしょうが、みなさん、心暖まる年の瀬になる

ことと存じます。(15期・舟田)

・昨日「やまざと』受け取りました。金沢・倉谷ロベルクハイムの香りが漂い、しばしの間、安らぎとエネルギ

ーが感じ取れました。ご苦労様でした。こういうものを受け取ると本当にうれしいものです。それ以上に作

成にかかわった人たちにとつてはうれしさを感じていることでしょう。ゆるりと次のステップヘ歩んでくださ

い。(15期・奥名)

・表紙の「やまざと」の文字の大きさからして追力ある内容で、結構な出来栄えだと思います。私メの原稿

と写真がスキー案内も含め、少なからずページを専用したこと、気恥ずかしい限りです。掲載文字数が、

初めて前編集長舟田女史を越えたことは、誇りとしても良いかなとも思いますが。次号では、大野さんも、

編集だけでなく、前編集長に負けず、達筆を披露されますことを期待します。今日は、東京でも初雪が降

りました。最後まで、自然の破壊力の凄まじさを実感させられる年となるようです。来るお正月は、安らか

に迎えられますように・…。(11期・青柳)

・「やまざと」19号拝受しました。どうもありがとうございました。新聞社に30年勤めていましたが、このごろ

は原稿を書くのも億劫で、今回もなんのお役にも立てず心苦しい限りですが、お陰さまで楽しく拝見する

ことができました。(中略)失業中に四口八十八所の遍路に出たのですが (もちろん歩きです)、 25番札所

で中断してしまいました。また、数年前から手がけている「北日街道参勤交代の旅」も、ようやく武蔵の国

本庄宿 (埼玉県本庄市)までたどり着いたものの、お江戸日本橋のゴールまであと3日 のところでこちらも

中断。残念ながら、どちらも紀行文を「やまざと」に投稿することはできませんでした。いずれの日にかゴ

ールできましたら、そのときには投稿させていただきます。重ねて、ありがとうございました。(15期・松林)

・表紙に使つてもらつてありがとうございました。チョッと恥ずかしいけれど嬉しいです。野鳥の会諏訪支部

の支部報が今度の1・ 2月 号で通算100号になります。3号から私が表紙を書いています。年6回発行なの

で、もう16年ほど続いています。ベルクハイムや高二郎にはもう25年以上もご無沙汰しています。5年ほど

前に小立野から眺めたのが最後です。『やまざと」の森さんのページを読んでいて、駒帰から犀川ダムヘ

の長い林道、高三郎の取りつきの急坂、ホトトギスやヨタカやトラツグミが鳴く夜のベルクハイムなどの風

景が思い出されました。それから、富山の両親にも送つてもらいました。ほんとうにありがとう。またイラス

トなどの用事があればいつでもメールしてください。いつか会える日を楽しみにしています。 (21期 日竹中)

口「やまざと」も読ませてもらいました。色々動きがあるんですね。ワンゲルも49期なんかになつているで

すね。びつくりしました。もうすぐ半世紀なんだと思うとすごいです。年末はパタゴニアに行つて、氷河やペ

ンギン、アザラシを喘めてきました。遠くて、ここにいる間しか行けない所でした。(21期日山口克己〈ブラジ
ルのサンパウロに赴任中〉)

口やまざとVOL.19、 楽しかつたです。元気をもらいました。なにか、僕たちは帰る場所があるなつて感じ。ま

さに「やまざと」ですね。とつても元気が出る一冊でした。ありがとうございます。(20期口松下和隆)

・やまざとありがとう。楽しく読ませて頂きました。(11期・加藤忠好)

・お世話役、ご苦労様です。やまざとも年末に受け取りました。今年はOB会に加えて自分も白山とその

周辺の山に挑戦したいと考えています。(8期・篠島益夫)
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口遅くなりました。申し訳なく思つています。お世話になりますがよろしくお願いします。還暦登山というわけ

でもないのですが、先日(4/24～ 25)笈へ穴田君と登つてきました:2000年 の自山以来、ボチボチと歩い

ています。笈では上馬氏にアドバイスを頂きました。ありがとうございました。(8期・伊豫)

・新役員の皆さんが楽しく運営されることを期待しています。「やまざとJ18号の内容も良かつたです。欲を

言えば、写真に解説があるともつと良かつたです。(17期・渡辺)

・39期の西田です。大変遅くなりましたが、会費を送金させていただきます。いつもお世話になつておりま

す。12月 4日 に金沢で結婚式を挙げることになりました。長年過ごした思い出の地での式の準備にあわた

だしくしている今日この頃です。(39期・西日)

・いつもありがとうございます。36期蒲原良太郎の親です。毎年、飢岳に追悼山行に行つています。これ

からもよろしくおねがいします。(36期・蒲原)

・「やまざと」楽しく読ませてもらいました。今年は、福井の経ケ岳、荒島岳、奈良の釈迦ケ岳、奥又白池

経由で穂高・槍往復、二軒小屋から千枚、悪沢、赤石などへ行きました(21期 日竹本)

口「やまざと」楽しく読ませていただきました。(11期 日片田)

・OB会のお世話、ご苦労様です。ワンダーフォーゲルの心を持続されて活動されている皆様、すばらし

いと思います。(19期・石田)

・事務局のお仕事ご苦労様です。大変でしょうがよろしくお願いします。(21期口丹野)

・いつもありがとうございます。9期の平村 (旧姓口橘)です。山小屋の特集がされていました。入部した `64

年に山小屋の建設に取り組んだことが思い出されます。そして'66年 (?)に山小屋委員として規約を整

備したり、周辺のル早卜を作つたり・・・、楽しい思い出です。(9期・平村)

・やまざと19号ありがとうございました。正月の少しのんびりとした時間の中に、なつかしい時間と空間を

楽しむことができました。(15期・坂尻)

・20期藤原です。現在は単身で東京に赴任しております。ご無沙汰を続けておりまして申し訳ありませ

ん。影ながら応援させていただきます。(20期・藤原栄)

・昨年秋に帰国しました。よろしくお願いします。(16期 日清水重)

日長い間のごぶさたでした。皆様のご活躍の様子がよくわかり、なつかしく拝見いたしました。益々のご発

展を遠くからお祈りしております。(9期 口斎藤)

・15期生の家族です。わざわざお送り下さりありがとうございます。郵便番号、電話番号の訂正をお願い

します。夫が亡くなり15年間も過ぎるのに、会員の皆様同様に仲間入りさせていただいていつも恐縮に思

います。(15期・比田井 澄恵)

・21期の村松です。OB会の活動お疲れ様です。(21期 日村松)

・近畿OB会いいですね。誰か関東OB会作つてほしいなあ～。そしたら私参加したいなあ～。(14期・仁藤)
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